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概況 

年次総会及び国際航路会議には、世界各国の会員が参集したが、わが国からは林田博・PIANC 副 
会長（日本部会長）、浅輪宇充・国土交通省大臣官房技術参事官（日本政府主席代表たる港湾局長の 
代理として）、山本竜太郎・水産庁漁港漁場整備部整備課長、辻英之・神戸市みなと総局長以下、産 
官学関係者約 50 名が参加した。 

 
パナマシティ市 

    
  高層ビル越しにパナマ湾（太平洋）     海浜プロムナードから都心市街地を臨む 

を臨む               
 

   
西洋人として最初の太平洋の発見者であり   スエズ運河に続きパナマ運河開削にも着手した  
地政的要衝たるパナマの端緒を拓いたスペ   レセップスの像（旧市街地フランス広場にあり、 
イン人バルボアの像             左寄りの一番背の高いもの） 



年次総会（AGA）〈5/5〉 

 

 



  
役員席（右から 2 番目が林田副会長）           会場全景 

 

        
       コーデ会長              カペレン事務局長 
 

                  
              国交省・浅輪技術参事官         神戸市・辻みなと総局長 



           
       デパぺ・ウィレムス賞表彰        受賞者プレゼンテーション 

    （中央が受賞者である五洋建設の     （論文名は「無人船を用いた港 
       水野氏、左はコーデ会長、右は           湾構造物の検査診断システム」） 

ランデシュタット審査委員長） 
       

       

 

AGA ディナー〈5/5〉 

   

   



現地視察〈5/6〉（パナマ運河ココリ閘門） 

 

 

    

   



 

Welcome Reception〈5/6〉 

 

 

  
 
 

  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



国際航路会議（Congress）〈5/7～11〉 

 
 
 

        
        Congress 共通冊子の表紙 

（写真は、運河拡張工事で整備された第 3 レーンを構成し、太平洋 
側から入船して最初に出会う「ココリ閘門」） 

 
 
 
 
 
 
 
 



 
 



 
 
 
 
 



開会式〈5/7〉 

     
コーデ会長                  会場全景 

    
  キハーノ・パナマ運河庁長官         ジェイムズ米国陸軍次官補 
 

             
PR ブース（シバタ工業） 



日本人によるプレゼンテーション 

 
日 分野 件名 発表者 
7 日 

 

港湾 
 
浚渫 
 
物流 
 

・桟橋工事における BIM（Building Information Modeling）の

適用 
・漁港建設のための作業船位置情報システムの構築と運用 
 
・水産物の輸出促進における漁港・港湾の生産・物流機能につい

ての研究 

野口哲史氏 
（五洋建設） 
長野晋平氏 
（はこだて未来大学） 
中泉昌光氏 
（東京海洋大学） 

8 日 内水 
 
環境 
 
環境 
 
環境 
 
港湾 

・膨張式堰（ゴム堰と SR 堰（Steel&Rubber 堰））に係る日本の

知見-技術開発・基準・長期的実績-について 
・リモートセンシングを用いたサンゴ礁分布把握手法の開発 
 
・有性生殖技術を用いたサンゴ増殖技術の開発 
 
・防災施設と海洋環境 
 
・離島におけるレベル 2地震津波への対策についての提案 

 

丸山一郎氏 
 
片山悦治郎氏 
（国際航業） 
不動雅之氏 
（水産庁） 
吉塚尚純氏 

（日建工学） 

斎藤正文氏 
（ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ） 

9 日 港湾 
 
港湾 
 
港湾 
 
港湾 
 
港湾 

・陸上防潮堤（胸壁）の津波外力に関する実験的研究 

 
・津波の越流時に防波堤ケーソンに作用する水圧分布 

 
・津波防護及び長周期波吸収のためのコンクリートブロック

に係る新技術 

・日本の港湾における埋没現象についての特性分析 

 
・AI ターミナル構想-最新の IC 技術を用いた港湾の管理運営

の近代化可能性- 

 

古市尚基氏 
（水研機構・水工研） 

鈴木高二朗氏 

（うみそら研・港空研） 
久保田真一氏 
（不動テトラ） 
中川康之氏 
（九州大学） 
小野憲司氏 
（阪神国際港湾） 
 

 
※日本人として 2 名（樋口嘉章氏（ｵﾘｴﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ）及び小野憲司氏（阪神国際港湾））がテクニカ

ルセッション議長を務めた。 
 

 
 
 
 



   
野口氏                   長野氏 

 

     
        片山氏                     不動氏 
 

      
        吉塚氏                     斎藤氏  



         
          直前の打合せ                  古市氏 
 

   

         鈴木氏                   久保田氏 
 

         
             中川氏            小野氏 



食事会（5/7） 

  

   

  

  

 



Congress Banquet〈5/9〉 

                                     

 

 
 



閉会式〈5/10〉 

   

コーデ会長              Workig with Nature 11 事業の紹介 
 

  
           11 事業のリスト（右側 2 番目と 4 番目が日本のもの） 
 

〈日本からの認証事業〉 
〇国交省九州地整局博多港湾空港整備事務所及びみなと総合研究財団 

「博多港浚渫土砂を有効活用した海域環境改善への取組み」 
〇日建工学 

       「輪島港防波堤築造工事における環境活性コンクリートの実証実験プロジェクト」 
 
 
 
 



〈参考〉パナマ運河の概要 

 

 

 

 
 

 

 



 
 
 

 
 
 

 


